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　この度、ＱＣサ－クル関東支部 埼玉地区は３５周年を迎えることができました。

一口に３５周年と申しますが、 「継続は力なり」 との言葉が示すように大きな力が

無ければ非常に困難なことであります。

　これは偏に情熱をもって取組まれて来られました会員の皆様や、本活動を色々

な面で工夫を施しながら支えてこられた先輩幹事・指導員の方々の大きな努力の

の賜物であり、心から感謝を申し上げます。

 また、ＱＣサ－クル本部や関東支部の皆様、そして埼玉県及び経営者協会の皆

様の多大なるご支援、ご指導のお陰であり、厚く御礼申し上げます。

　先般、「食育」に関する講演を聴く機会がありました。食育（しょくいく）とは「様々

な経験を通じて食に関する知識と、食を選択する力を習得し、健全な衣食住の生

活を実践することができる人間を育てること」であると有ります。

 しかし、現在の日本では食卓を家族で囲む機会が少なく、過去食卓を囲むことで

できた「挨拶」や「叱る・褒める」など集団活動に必要な最低限の躾け（コミュニケ

ーション）が家庭で伝承できなくなっているとの事でした。

　翻って職場ではいかがでしょうか。多様な雇用形態や勤務条件は、まさにコミュ

ニケ－ションをいかに取っていくべきかを考えねば　「人材の育成」　やそれに伴う

「現場力の強化」は望むべくもありません。このような事態の打破には家族の食卓

同様にＱＣサ－クル活動（小集団活動）は非常に有用と考えます。

　今年度、埼玉地区は従来の発表大会や研修会等とは別に経営者層にもＱＣサ

ークル活動や地区活動内容を理解してもらうための「経営者コミュニティ」や記念

行事として地域のＱＣ活動のレベルアップを図るため、ＱＣスト－リ－や手法教育

を行う「出前研修」などを積極的に行なってきました。少しでも埼玉地区の活性化

と現場力の向上が図れるよう、更には未来に繋げられる様に努力してきました。

　今後も上記の様な活動を更に進化させ、皆様と共により魅力ある企画・工夫を行

ない地区活性化に繫がる活動を展開して行きたいと考えております。

　今後も皆様のより一層のご理解とご協力を宜しくお願い申し上げます。

1

～☆～３５周年を迎えて～☆～

３５周年に寄せて

　　　　ＱＣサ－クル関東支部埼玉地区

　　　　　　地区長　　小玉　辰朗
(株式会社　コ－セ－　狭山事業所　工場長）



　　　　　　　　　３５年間にわたってＱＣサ－クル埼玉地区活動が活発に展開されましたことは

長年ＱＣサ－クル活動に携わってこられた多くの皆様方のご努力のお陰と心から

感謝申し上げます。

　　　　　　　　　３５年間と一言で申しますが、それは大変長いものであり、皆さん自分自身の

　　　　　　　３５年前を振り返ってみて下さい。まだ産まれていなかった人、勉学に励んでいた

　　　　　　　人、社会人として、無我夢中で仕事をしていた人、そしてＱＣサ－クル活動の発

　　　　　　　展に努力していた人、それぞれ異なった人生を歩んでいたと思います。

　　　　　　　　　その人たちがＱＣサ－クル活動を通して繫がりを持てたことは大変意味がある

　　　　　　　ことであり、このことこそがＱＣサ－クル活動の本質だと言えます。

              　　失われた１０年と言われてから更に１０年が経ちましたが、厳しい経済環境に

　　　　　　　は大きな変化はありません。　多くの企業がその存続を賭けて海外進出と言うよ　　　　　　

　　　　　　　り、海外への避難を続けており、この２０年間で、日本の製造業で働く人は４００

　　　　　　　万人減ったと言われており、資源の無い日本は「人の知恵・人の輪」無くしては

　　　　　　　世界を相手に戦うことはできません。　製造業が国内から消えていくことは将来　　　　　　　　　

　　　　　　　を思う時、大変大きな問題です。 製造業の質を上げることでその問題に歯止め

　　　　　　　をかけなければなりません。

　　　　　　　　　３５年前の創立時のＱＣサ－クル活動の精神を継承しながら、 世の中の変化

　　　　　　　に柔軟に対応したＱＣサ－クル活動を展開することが望まれます。

　　　　　　　　 人を育て、現場を強くすることで世界に誇れる「モノづくり現場」「サ-ビス現場」

　　　　　　　を作り、以前のような強い日本を取り戻さなければなりません。

　　　　　　　　　創立３５周年を機に、 新しい時代に相応しいＱＣサ－クル活動を展開し、埼玉

　　　　　　　地区の多くの会社から信頼され、多くの会社に参加して貰える魅力溢れる地区活

　　　　　　　動としたいと思います。

　　夢のある・元気な活動を皆さんと一緒につくりましょう。

２

～☆～　これからのＱＣサ－クル埼玉地区活動　～☆～

３５周年に寄せて

　　　ＱＣサ－クル関東支部埼玉地区

　　　世話人　　　廣瀬　正敏
　　　(元　ＵＤトラックス株式会社）



　　QCサ－クル埼玉地区活動　『 ３５周年 』、 誠におめでとう御座

います。　

　　一昨年後半から続く変化の激しい経済環境下において、様々な

課題を乗り越えられた原動力は、  まさにQCサークル活動を通じて

養われた現場力によるものだと感じております。

QCサークル活動においては身の回りで何か困っていること、もしくは

今は良くても放っておいたら問題が起こりそうなことに対して　『明るく

生き甲斐のある職場 』　造りを目指し、人から強制されてするのでは

なく、従業員一人ひとりがアイディアを出し合い、自主的に改善、解決していくすばらしい活

動だと思っております。

　ＱＣサークル埼玉地区に期待することは、長年の活動で築き上げ、引き継がれてきたこの

財産を、更に次の世代につなげ、日本の強いものづくり、人づくりにつなげていって頂きたい

と思います。　ＱＣサ－クル埼玉地区の今後益々のご発展をお祈り申し上げます。

　　ＱＣサ－クル関東支部　埼玉地区が３５周年を迎えられたことを

心よりお喜び申し上げます。　また、これまでの３５年の永きに亘り

埼玉地域の産業活性化に、多大なる貢献を果たされてきた活動に

敬意を表します。　

　　現在の日本産業を取り巻く環境は、中国やアジア諸国への生産

現場のシフト、予想を超える円高による輸出産業の利益低下、少子

　　　　　　　　　　　　　   高齢化による後継者不足等、様々な問題を抱えています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかし、このような状況の中でも日本産業における「品質の高さ」

「サ－ビス精神」、「Ｋ Ａ Ｉ Ｚ Ｅ Ｎ活動」などは、 台頭するアジア諸国からもお手本にされて

います。　今後、日本産業がグロ－バル競争の中で、打ち勝っていくためには、前述の様な

お手本にされる考え方は堅持しつつ、環境変化には柔軟に対応していくことが、必要になっ

てくると思います。

　今後もＱＣサ－クル関東支部　埼玉地区が良き伝統を守り、新しいチャレンジを行い、益々

の発展を遂げられますことを祈念いたします。

３

　本田技研工業株式会社
　　　　　埼玉製作所
ＮＨｻｰｸﾙ推進委員会委員長

　　　技師　　大坊　敬司

　　　株式会社安川電機
　　　　　入間事業所

　　　工場長　熊谷　彰

～☆～埼玉地区に期待するもの～☆～

～☆～明るく生き甲斐のある職場造りをめざして～☆～



リ－マンショック以降の先進国の景気低迷、新興国の伸張、更に円高

と企業を取り巻く環境は激変しています。

　これらの環境下で持続的な成長を図るためには、グロ－バル化は避

けて通れない道です。競争力のある　“日本のもの造り”を如何に維持

向上させて、海外拠点へ転写していくかが重要と考えています。

　当社も“もの造り”の再構築を７年前から実施し、併せて小集団活動

も復活させました。これにより仕組みの改善によるＱＤＣの向上が図れ

ましたが、人材が育った事が更に大きな成果だと考えています。

  小集団活動は一過性のものではなく、持続させることにより人材が育ち、やがて企業の文化 

・風土そのものとすることが必要と考えています。

　経営者コミュニティ－を通じて幅広く研鑽・交流できることを広くＰＲされ、埼玉地区の異業種

でも課題の共有化ができ、様々な交流ができるようになればと思います。

　最後に埼玉地区の今後益々の発展をお祈り致します。

　私は、生産技術課で化粧品の量産検討や技術開発の業務に携わ

っております。私が入社した時は、小集団改善活動は行われておら

ず、２００８年に「プラス　ＯＮＥ　活動」という呼称でキックオフしました。

　小集団活動の経験が無かった私たちは戸惑い、活動が行われない

まま、ただ時間だけが過ぎて行ってしまいました。

　そんな中、何がいけないのかと振り返り、活動の推進がサ－クルリ－

ダ－任せになってしまっていることに気付き、今年度より各部署で推

進者を置くことにしました。

　仕事柄、個人技術を発揮する場面は多いのですが、その成果が記録に残されていない事

が多かったので、小集団活動によって一緒にテーマに取り組んだり、改善提案を提出する事

によって、記録に残すことができました。

この活動に一番期待するところは、個人の能力アップに繫がる事だと思っています。

４

　ＵＤトラックス　株式会社
　　　　　上尾工場

　　ＶＰ　舩津丸　恭滋

　　株式会社　アルビオン
　　　　　熊谷工場

　　　推進者　舩戸　吉幸

～☆～QCサークル(小集団改善活動）に期待するもの～☆～

～☆～埼玉地区に期待するもの～☆～



◆ＱＣサ－クル(小集団改善活動）を振り返って

　 　 ＱＣサ－クル埼玉地区３５周年おめでとうございます。

　　　ボッシュ㈱の今から３０年程前の活動ですが、当時は手書き故に

　　ＱＣ七つ道具を勉強しないと資料が完成しないことも、今振り返れ

　　ばとても貴重な経験であったと感じます。

　　この時の経験と、現在の形式に捉われない活動が、幅広い部門の

　　活動に繋げられればと最近特に感じております。

◆ＱＣサ－クル(小集団改善活動）と社内活動の互換性

　　現在、弊社の製造現場系で取り入れている、物と情報の流れをジャストインタイムで工程を

整流化し改善して行く手法 「ＢＰＳ 」 （ＢＰＳ：Ｂｏｓｃｈ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）はＱＣサ－クル

活動と目的は同様です。間接部門においては、Ｌｅａｄｅｒ　ＣＩＰ（Ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｉｎｐｒｏｖｅｍｅｎｔ）

「改善に終わりは無い」を掲げ、ＱＣ活動(小集団改善活動）に置き換えますと「問題解決型ＱＣ

スト－リ－」的な要素で尚且つ、短期間で身近な問題をテ－マに取組んでおります。

◆ＱＣサ－クル(小集団改善活動）＝Ｌｅａｄｅｒ　ＣＩＰ

　上記で述べた様に、思いは小集団活動と全く同じであり「現場力」の底上げに期待していま

す。「個」を伸ばすのと同時または、それ以上にチ－ムワ－クが必要であり、現代人が最も苦手

とするコミュニケ－ションが職場の活性化とやりがい、すなわち自分の仕事が「好き」になり、毎

日が楽しく過ごせる職場環境になる様、ＱＣサ－クル活動に期待しております。

　 私は入社半年で、ＱＣサ－クル埼玉地区主催の発表会に参加しま

した。 ＱＣサ－クル活動の意味もよく知らないうちに、元気がいいから

というだけで大舞台に出され、 戸惑いと緊張の中で発表したことを今

もよく覚えています。

　　あれから２年が経ち、今ではサ－クルリ－ダ－として、諸先輩たち

のアドバイスをもらいながらサークル活動を行っております。

　　私たちが困っている身近な問題を、メンバ－全員で考え、対策を

打っていくＱＣサ－クル活動を行っている中で、テ－マや目標の重要

性を感じることができました。難しいテ－マと高い目標を立てることで全員で挑戦し、他部署

に協力を依頼しながら改善を進め、高かった目標にどんどん近づいて行くうちにＱＣサ-クル

活動がだんだん楽しくなってきました。

　もう一度、埼玉地区の大会で発表し、金賞をもらえるように頑張りたいと思います。

５

～☆～QCサークル活動に期待するもの～☆～

　　　ボッシュ　株式会社
　　　　　工機・保全部

　　 推進者　橋本　信能

～☆～私を育ててくれたＱＣＣ活動～☆～

　ジェコ－株式会社 製造部
　　　　トリミング　サークル

　　　リーダ－　石川　和孝



　 私が小集団活動で改善活動を始めたのは、今から５年前になりま

す。当時は改善活動の大切さ、難しさなどがわからずに、ただただ参

加していただけでした。

　 そのためリーダ－から指示されても指示通りできないことや、時間

が掛かり成果をあげられないなどありました。

　しかし小集団活動の経験を重ねる中で、各ステップの意味や、ＱＣ

七つ道具等を理解し始めると 『 真の原因はこれだったのか 』、『 こ

のデ－タがあれば次のステップで活かせる』 と解るようになりました。

　解るようになると、今まで指示されたことしかできなかったことが 『こうした方がいいのでは』

と考え、改善がおもしろく感じられて少しずつ成果もあがってきました。

　 グル－プリ－ダ－になり ４年、成功や失敗に関係なく身に付くことがあるということを、小集

団活動を通じて感じました。

　今後も小集団活動を通じて、グル－プ、自己の成長につなげていき、失敗を恐れず改善に

チャレンジしていきます。

 　ＱＣサ－クル埼玉地区発足35周年を迎え、その間１２年あまり地区

の幹事、社内の窓口担当者として、弊社小集団活動の活性化を主眼

に地区活動にも邁進してきました。

　 窓口担当者の位置付けは、各企業においてそれぞれ独自の観点

から構成されているものと思われます。

弊社の窓口担当業務は、小集団活動の事務局が担当しておりますが

窓口担当者として主な推進事例を紹介しますと・・・！

　 ①埼玉地区会員会社継続手続き及び発表会や大会などへの発表サ－クルの登録。

②本部・関東支部・埼玉地区からの情報をキャッチ、迅速に社内に展開。

③発表会・大会・研修会等、社外教育派遣者の人選。

　 特に上記③につきましては、事務局として小集団活動の「年度研修計画」を立案、各課の

教育方針に沿って、管理者・支援者に派遣者を指名して人材育成活動に繋げています。

　 ＱＣサークル(小集団)活動の更なる活性化と個人のスキルアップを目指し、各企業の窓口

担当者の皆様、私と一緒に大いに飛躍しましょう！

６

　　大崎電気工業株式会社
　　　埼玉事業所　製造部
　　Ｍｒ．Ｐプルズ　グル－プ

　　　リーダ－　細田　浩行

～☆～私を育ててくれたＱＣＣ活動～☆～

～☆～窓口担当者として～☆～

　　大崎電気工業株式会社
　　　埼玉事業所　業務部
　　生産企画管理課　副課長

　　　地区幹事　奥田　一夫



大会ミニ企画グル－プの足跡　（２００６年～２０１０年）

7

大会ミニ企画グル－プの足跡

２００６年度

１０月３日
◆第４８４８回県北ワイガヤ発表会
　・行事委員長会社
　富士重工業㈱産業機器カンパニー
　･会場　富士電機機器制御㈱
　　　　　　吹上事業所

４月２１日
◆第４８０２回小集団活動春季発表大会
　・行事委員長会社
　　大崎電気工業㈱埼玉事業所
　・会場　さいたま市民会館うらわ

５月２４日
◆第４８０３回企業見学交流会
　・行事委員長会社
　　フジノン㈱
　・会場　㈱アーレスティ－

６月２１日
◆第４８１９回小集団活動夏季発表会
　・行事委員長会社
　　東日本旅客鉄道㈱大宮支社
　・会場　東日本旅客鉄道㈱大宮支社

９月２２日
◆第４８０３回企業見学交流会
　・行事委員長会社
　　本田技研工業㈱埼玉製作所
　・会場　㈱コ－セ－狭山事業所

１１月３０日

◆第４８７６回改善事例選抜大会
　・行事委員長会社
　　ポラス㈱
　・会場　さいたま市民会館うらわ



８

大会ミニ企画グル－プの足跡

２００７年度

１０月３日
◆第４９４４回小集団活動ワイガヤ
　　発表会
　・行事委員長会社
　　ポラス㈱
　・会場　富士電機機器制御㈱
　　　　　　吹上事業所

５月２５日
◆第４８９９回小集団活動春季発表大会
　・行事委員長会社
　　東日本旅客鉄道㈱大宮支社
　・会場　さいたま市民会館うらわ

６月２０日
◆第４９１１回企業見学交流会
　・行事委員長会社
　　富士重工業㈱産業機器カンパニー
　・会場　航空自衛隊入間基地

７月１０日
◆第４９１９回小集団活動夏季発表会
　・行事委員長会社
　　㈱安川電機入間事業所
　・会場　さいたま市民会館おおみや

９月５日
◆第４９３１回企業見学交流会
　・行事委員長会社
　　大崎電気工業㈱　埼玉事業所
　・会場　大崎電気工業㈱埼玉事業所

１１月２９日
◆第４９６９回改善事例選抜大会
　・行事委員長会社
　　本田技研工業㈱埼玉製作所
　・会場　さいたま市民会館うらわ



９

大会ミニ企画グル－プの足跡

２００８年度

１０月７日
◆第５０３８回小集団活動ワイガヤ発表会
　・行事委員長会社
　　ポラス㈱
　・会場　富士電機機器制御㈱
　　　　　　吹上事業所

５月２８日
◆第４９９９回小集団活動春季発表大会
　・行事委員長会社
　　㈱コーセー狭山事業所
　・会場　さいたま市民会館うらわ

６月２０日
◆第５０１１回企業見学交流会
　・行事委員長会社
　　ジェコー㈱
　・会場　富士電機リテイルシステムズ㈱

７月１１日
◆第５０１６回小集団活動夏季発表会
　・行事委員長会社
　　東日本旅客鉄道㈱大宮支社
　・会場　川越福祉センタ－

９月１０日
◆第５０２７回企業見学交流会
　・行事委員長会社
　　本田技研工業㈱埼玉製作所
　・会場　ＫＹＢ㈱熊谷工場

１１月２７日
◆第５０６３回改善事例選抜大会
　・行事委員長会社
　　㈱安川電機入間事業所
　・会場　さいたま市民会館うらわ



1０

大会ミニ企画グル－プの足跡

２００９年度

１０月６日
◆第５１３０回小集団活動ワイガヤ発表会
　・行事委員長会社
　　ポラス㈱
　・会場　富士電機機器制御㈱
　　　　　　吹上事業所

５月２７日
◆第５０９１回小集団活動春季発表大会
　・行事委員長会社
　　㈱コーセー狭山事業所
　・会場　さいたま市民会館うらわ

６月１１日
◆第５１０４回企業見学交流会
　・行事委員長会社
　　本田技研工業㈱埼玉製作所
　・会場　㈱ジェコ－　本社工場

７月１５日
◆第５１１１回小集団活動夏季発表会
　・行事委員長会社
　　大崎電気工業㈱埼玉事業所
　・会場　さいたま市民会館おおみや

９月９日
◆第５１１８回企業見学交流会
　･行事委員長会社
　　大崎電気工業㈱埼玉事業所
　・会場　安川電機㈱入間事業所

１１月２６日
◆第５１４５回改善事例選抜大会
　・行事委員長会社
　　㈱安川電機入間事業所
　・会場　さいたま市民会館うらわ



１１

大会ミニ企画グル－プの足跡

２０１０年度

１１月２４日
◆第５２４９回３５周年記念
　　改善事例選抜大会
　・行事委員長会社
　　大崎電気工業㈱
      埼玉事業所
　・会場　さいたま市民会館
           うらわ

５月２７日
◆第５１８６回小集団活動
　　春季発表大会
　・行事委員長会社
　　ＵＤトラックス㈱
　・会場　さいたま市民会館
　　　　　　おおみや

６月１６日
◆第５１９４回
　ワイガヤ企業見学交流会
　・行事委員長会社
　　ボッシュ㈱
　・会場　㈱コ－セ－
　　　　　　狭山事業所

７月２１日
◆第５２０９回小集団活動
　　夏季発表会
　・行事委員長会社
　　ジェコー㈱
　・会場　さいたま市民会館
　　　　　　おおみや

１０月２０日
◆第５２３７企業見学交流会
　・行事委員長会社
　　㈱安川電機入間事業所
　・会場　ＵＤトラックス㈱



１２

埼玉地区・出場サークルの足跡

関東支部運営事例選抜大会・改善事例チャンピオン大会

2006年度

２００７年度

 ◆第４８３０回
　　  運営事例選抜大会
　 ・会場　埼玉会館
　　　2006年7月２０日

 ◆第４８９４回
　改善事例チャンピオン大会
　 ・会場　練馬文化センタ－
　　　2007年2月9日

《総合部門》
◇富士電機機器制御株式会社 吹上事業所　　　　　☆支部長賞金賞
　　　　エキスポＰＵプロジェクト注型サ－クル
《ＪＨＳ部門》
◇ポラスグル－プ株式会社　草加新田営業所　　　　☆支部長賞金賞
　　　　１0円まんじゅうサ－クル

 ◆第４９２８回
　　  運営事例選抜大会
　 ・会場　埼玉会館
　　　200７年7月２０日 《総合部門》

◇ＫＹＢ　株式会社　熊谷工場　                            ☆支部長賞
　　　　　　ドラムサークル
《ＪＨＳ部門》
◇福祉法人　愛の泉　特別養護老人ホ-ム愛泉苑　　☆支部長賞
　　　　　　モダンクッキング　サ－クル

 ◆第４９８２回
　改善事例チャンピオン大会
　 ・会場　練馬文化センタ－
　　　200８年２月７日

《総合部門》
◇富士電機機器制御株式会社　　　 　☆支部長賞金賞
　　吹上事業所
　　　　　７ＦＫサ－クル
《ＪＨＳ部門》
◇ぺんてる　株式会社　吉川工場　　　☆支部長賞金賞
　　　　　ソフランすぃ～サークル

《総合部門》
◇ＫＹＢ　株式会社　熊谷工場　　　　　　 　　　　　　　☆支部長賞
　　　　暁サ－クル
◇株式会社  コ－セ－　狭山事業所　　  　　　　　　　☆支部長賞金賞
　　　　ＩＴサークル
《ＪＨＳ部門》
◇ぺんてる株式会社　吉川工場　　　 　  　　　　　　　☆支部長賞
　　　　よろずやサ－クル



１３

埼玉地区・出場サ－クルの足跡

関東支部運営事例選抜大会・改善事例チャンピオン大会

２００８年度

２００９年度

 ◆第５０２２回
　　  運営事例選抜大会
　 ・会場　埼玉会館
　　　200８年7月１８日

《総合部門》
◇ＫＹＢ　株式会社　熊谷工場　　　☆支部長賞金賞
　　　  アルファ－サ－クル
《ＪＨＳ部門》
◇ぺんてる株式会社　吉川工場　　☆支部長賞
　　　 ザ・モンスタ－ズサ－クル

 ◆第５０７６回
　　  改善事例チャンピオン大会
　　☆ＪＨＳ運営事例選抜大会
　 ・会場　埼玉会館
　　　200９年２月１０日

《総合部門》
◇株式会社　コ－セ－　　　　　     ☆支部長賞金賞
　　　　狭山事業所
      　　フレッシュ　サ－クル
《ＪＨＳ部門》
◇フジノン　株式会社　　　          ☆銀賞
　　　　　ＱＣフォ－サ－クル
《ＪＨＳ運営事例選抜大会》
◇ぺんてる株式会社　　　　　　     ☆支部長賞金賞
　　　　吉川工場
      　　ザ・モンスタ－ズサ－クル

 ◆第５１１０回
　　  運営事例選抜大会
　　・会場　埼玉会館
　　　200９年７月１４日

《総合部門》
◇株式会社　コ－セ－　　　　　     　☆支部長賞金賞
　　　狭山事業所
　　　　　フィルパ－ションＶ　サ－クル
《ＪＨＳ部門》
◇ＫＹＢ　株式会社　　        　　　 　☆支部長賞
　　　熊谷工場
　　　　　青空サ－クル

 ◆第５１７２回
　　  改善事例チャンピオン大会
　☆ＪＨＳ運営事例選抜大会
　　・会場　埼玉会館
　　　20１０年２月１０日

 《総合部門》
◇ＵＤトラックス　株式会社　　　　　☆支部長賞金賞
　　　上尾工場
　　　　　Ｂ－１サ－クル
 《ＪＨＳ部門》
◇ぺんてる　株式会社　　　　　　　 ☆銀賞
　　　吉川工場
　　　　　ザ☆検査員
 《ＪＨＳ運営事例選抜大会》　　　　　☆支部長賞
◇ＫＹＢ　株式会社
　　　熊谷工場
　　　　　青空サ－クル



１４

埼玉地区・出場サ－クルの足跡

関東支部改善事例チャンピオン大会

２０１０年度

《総合部門》
◇大崎電気工業　株式会社　　　☆支部長賞
　　　　埼玉事業所
　　　　　　　　　　はんだやさんグル－プ
《ＪＨＳ部門》
◇ポラス　株式会社　　　        　☆金賞
　　　　　　　　　　とっとこＣＳ太郎サ－クル

QCサークル全日本選抜大会

２００６年～２０１０年度

　《全日本選抜ＱＣサークル大会　埼玉地区代表出場サ－クル一覧表》
◆２００６年度　第３６回
　　Ｉ Ｔサ-クル　　株式会社コ－セ－　狭山事業所　　　　　　　　　　　　☆本部長賞金賞
◆２００8年度　第３８回
　　アルファ－サ－クル　　ＫＹＢ株式会社　　熊谷工場　　　　　　　 　  ☆本部長賞銀賞・特別賞
◆２００９年度　第３９回
　　フィルパ－ションＶサ－クル　　株式会社コーセ－　狭山事業所　　☆本部長賞金賞
　
　○事務・販売・サービス部門（２００８年度より）
◆２００９年度　第２回
　 ザ・モンスタ－ズサ－クル　　ぺんてる株式会社　吉川工場　　　　　 ☆本部長賞銀賞

 ◆第５204回
　　  運営事例選抜大会
　　・会場　埼玉会館
　　　20010年７月１3日

 ◆第５２６７回
　　  改善事例チャンピオン大会
　☆ＪＨＳ運営事例選抜大会
　　・会場　埼玉会館
　　　20１1年2月１5日

クロ－バ－サ-クル

《ＰＮ部門》
◇ＫＹＢ　株式会社   　　☆支部長賞
　　　熊谷工場
　　　　　　クロ－バ－サ－クル
　
　



１５

２００６年度

１２月13日

◆施策実行型
　　　ＱＣスト－リ－習得研修会
　・行事委員長会社
　　富士電機機器制御㈱
　・会場　川越福祉センタ－

５月１６・１７日
◆ＱＣサークル活動の基礎研修会
　・行事委員長会社
　　㈱コーセー狭山事業所
　・会場　東日本旅客鉄道㈱
　　　　　　　大宮支社研修センタ－

９月８・１４・１５日

◆ＱＣ手法の実践活用研修会
　・行事委員長会社
　　㈱安川電機　入間事業所
　・会場　東日本旅客鉄道㈱
　　　　　 大宮支社研修センタ－(川越）

１２月　４日

◆施策実行型
　　　ＱＣスト－リ－習得研修会
　・行事委員長会社
　　富士電機機器制御㈱吹上事業所
　・会場　東日本旅客鉄道㈱
　　　　　　　大宮支社大会議室

５月１６・１７日

◆ＱＣサークル活動基礎研修会
　・行事委員長会社
　　日産ディ－ゼル工業㈱
　・会場　川越福祉センタ－

研修グル－プの足跡

２００７年度

９月１１・２０・２１日

◆ＱＣ手法実践活用研修会
　・行事委員長会社
　　フジノン㈱
　・会場　さいたま市民会館うらわ

うんうん、そうそう

もしもし・・ここは
ドキドキ・・・



１６

２００８年度

１２月 ８・９日

◆ＱＣ手法実践活用研修会
　・行事委員長会社
　　㈱アルビオン熊谷工場
　・会場　さいたま市産業振興会館

５月２０・２１日
◆QCサークル活動基礎研修会
　・行事委員長会社
　フジノン㈱
　・会場　さいたま市産業振興会館

９月１１・１２・１８日
◆ＱＣ手法実践活用研修会
　・行事委員長会社
　　㈱アルビオン
　・会場　さいたま市産業振興会館

１２月　９日

◆施策実行型
　　　ＱＣスト－リ－習得研修会
　・行事委員長会社
　　富士重工業㈱産業機器カンパニ－
　・会場　さいたま市産業振興会館

５月１９・２０日

◆QCサークル基礎研修会
　・行事委員長会社
　　㈱アルビオン熊谷工場
　・会場　埼玉会館

研修グル－プの足跡

２００９年度

９月１５・１６日
◆ＱＣサークルリーダー研修会
　・行事委員長会社
　　フジノン㈱
　・会場　富士電機機器制御㈱
             吹上事業所

そうそう、そうなのよ！

まとまったかな～

なるほどね、納得！



１７

研修グル－プの足跡

２０１０年度

◆QCサークル活動(小集団）基礎研修会
　　・行事委員長会社
　　　フジノン㈱
　　・会場　さいたま市産業振興会館

５月１９・２０日

９月１５・１６日

◆ＱＣ手法体得研修会
　・行事委員長会社
　　㈱アルビオン熊谷工場
　・会場　さいたま市産業振興会館

１２月７・８日

◆ＱＣサークル(小集団）活動
　　　リーダ－研修会
　・行事委員長会社
　　本田技研工業㈱埼玉製作所
　・会場　富士電機機器制御㈱

修了証！！
証

意見はいっぱい出
たけれど・・・順番難
しいネ・・・。

◆ダ－ツゲームで楽しく
　ＱＣスト－リ－・手法を
　勉強

う～ん？？

根岸指導員の講義

的を狙って！
ここは・・・



　　◆幹事・指導員にて３研修（ＱＣサ－クル活動の基礎研修・ＱＣ手法実践活用研修・施策実行型
　　　　ＱＣスト－リ－習得研修）のテキストの見直し、編集の実施。

１８

研修グル－プの足跡

研修テキストの改訂

２００７年度

◇ＱＣサ－クル活動の
　　基礎研修テキスト

◇ＱＣ手法実践活用研修
　　テキスト

◇施策実行型ＱＣスト－リ－
　　習得研修テキスト

２００９年度改定・新設 改定ポイント

・ＪＩＳ改訂に伴う用語の変更
　＊不良　⇒　不適合
・従来の教科書形式（Ｗｏｒｄ）からＰＰＴ＋ノ－ト形式に変更、ＰＰＴ
　の見逃しがあってもテキストを見れば判る様にまたどこの説明を
　しているか判るようにした。
・ＰＰＴの貼り付けテキストにしたことにより、担当講師は強調すべき
　点やプラスαの知識を織り込む努力が必要不可欠であると共に受
　講者にはこれをメモすることを伝えている。

【ＱＣサ－クルリ－ダ－研修会】の新設
◇2009年度より、ダ－ツゲ－ムを通し、問題の現状把握から
　要因の調査・解析・対策へと問題解決方法を体得する研修
　を新設、また数値デ－タや言語デ－タもパソコンでグラフや
　特性要因図を作成する。
◇リ－ダ－の役割・考え方・悩みごとのＱ＆Ａ

研修行事マニュアルの作成

◇行事委員長会社を担当する幹事の負担
　を軽減するため、22項目にわたる準備手
　順・ダイレクトメ－ルの作成・行事報告書、
　会計報告書等きめ細かくマニュアル化され
　新任幹事もこれをみながら担当できます。

2006年度～2010年度研修参加者満足度

0

20

40
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80

100

2006 2007 2008 2009 2010（年度）

満足度

目標（％）

年度目標：８０％以上



１９

運営グル－プの主な足跡

２００6年度

と題して｢2005年度第4回幹事会・2006年度第1回幹事会」が
2006年3月3日、ＪＲ東日本旅客鉄道㈱にて開催されました。

第4回幹事会・第1回幹事会

第２回幹事会

◆幹事会を終えて、工場見学へ

　　　　　《行事》 《開催日》 《会場》 《備考》

新任幹事研修会 2006年4月14日 ＪＲ東日本㈱ 7社10名の参加
審査・講評の仕方研修会 2006年4月14日 ＪＲ東日本㈱ 7社10名の参加
第2回幹事会 2006年7月14日 ＪＲ東日本㈱
第1回役員研修会 2006年7月14日 ＪＲ東日本㈱
第3回幹事会 2006年11月1.2日 ホテルヘリテイジ
第2回役員研修会 2006年11月2日 ホテルヘリテイジ

第4回・第1回幹事会 2007年3月2日 本田技研工業㈱

◆ｼﾞｭﾗﾝ旗の引継ぎ式 ◆幹事会終了後の記念写真

◆幹事会風景 ◆感謝状・記念誌贈呈

◆幹事会風景
　　新たなステ－ジへの気概で！

◆2006年度運営グル－プ行事

JR　JR
JR・・・



２０

運営グル－プの主な足跡

２００７年度

第４回幹事会・第1回幹事会

◆2007年3月2日 （金）狭山市の本田技研工業㈱埼玉製作所にて開催され、2006年度活動
　　報告及び2007年度の埼玉地区における運営・大会ミニ企画・研修３グル－プの活動計画
　　が発表されました。

【審査・講評の仕方研修会】

◇根岸指導員による「ＱＣ的　物の見方・
　　考え方」の講義

◆2007年4月12日 「審査・講評の仕方研修会」が本田技研工業㈱埼玉製作所にて役員・一般
　を対象に開かれました。講師は、審査部門については根岸審査委員長、講評部門は村副審
　査委員長が担当。本田技研工業㈱の事例発表をもとにグル－プディスカッションを行い審査
　・講評のポイントを学びました。

◇どのグル－プも真剣な表情で

新任幹事研修会

◆2007年4月12日の午前中は、8名の
　新任幹事を対象に、幹事としての心
　得・具備すべき要件等について学習
　しました。

役員研修会

◆2007年8月23日　第1回役員研修会
　・東日本旅客鉄道㈱大宮支社にて㈱KATARAOコン
　　サルティング代表・荊尾健司先生によるソ－シャル
　　スタイル理論を学びました。自分のスタイルを理解
　　し、相手への対応力を身に付け、コミュニケ－ション
　　スキルを高める内容でした。

◆2007年10月25日　第2回役員研修会
　・埼玉地区の名誉世話人でもある安藤之裕氏による
　　「今、改めて管理図について考える」 をテ－マに管
　　理図が形だけになっている実例が示され、本来の
　　あるべき管理図の姿を再認識できた研修でした。



２１

運営グル－プの主な足跡

２００７年度

【ＱＣサ－クル埼玉地区の小集団活動をさぐる】

（ＱＣサ－クル関東支部埼玉地区小集団活動実態＆ニ－ズ調査委員会）

　　　　１９６２年（昭和３７年）ＱＣサ－クルが誕生し４５年が経過、様々な業種、組織の枠を越え
　　ＱＣサ－クル活動が展開されてきました。
　　　　活動の基本方向は「ＱＣサ－クルの基本」に示されているが、今日、活動の運営方法は
　　様々な形態に変化し、埼玉地区においても会員の数だけの運営方法があると思われる。
　　　　この「小集団活動実態＆ニ－ズ調査」では、各会員の多様化した小集団活動の実態に
　　について調査を行い、そこから得られた情報を会員にフィ－ドバックすることにより、会員同
　　士の相互啓発を高め、更にＱＣサ－クル埼玉地区に対するご意見やご要望を、明らかにし
　　埼玉地区の活動に活かしていくことを目的とする。

活動の背景と目的

アンケ－トの実施

＜アンケ－ト結果から一部抜粋＞

《貴社（事業所）の小集団活動のねらいは何ですか》

42, 34%

30, 24%

4, 3%

48, 39%
サ－クルメンバ－の能力向上

生きがいのある明るい職場づくり

企業業績への貢献

その他

Ｑ，貴社（事業所）の小集団活動のねらいは何ですか。

18, 28%

16, 25%12, 19%

11, 17%

0, 0%

7, 11%
職場の活性化

モラ－ル（ﾔﾙ気）の向上

能力の向上

業績への貢献

その他

未回答

Ｑ，今後の貴社（事業所）の小集団活動に期待したい
ことは何ですか。

１、小集団活動の概要調査（５５項目）

【指導員制度のあり方研究会】

　　２００６年度第３回幹事会にて「指導員の任務」に関して規定改訂され、指導員の任務が
定められた　(規定　第１８条第１１項参照）。これら任務を遂行するには具体的に何をやって
いただくのか整理する必要があり、 また指導員後継者の育成・確保策が確立されていない
ため、いづれ指導員制度が成り立たなくなる恐れがある。
　そこで、指導員制度のあり方をゼロベ－スで見直し、 必要性及び具体的役割を明確にす
ると共に指導員制度を安定的に継続させる方策を検討する。

活動の背景と目的

（ＱＣサ－クル埼玉地区　指導員制度あり方研究会）

次ページへ

２、ＱＣサ－クル埼玉地区に関わる調査（１１項目）



２２

運営グル－プの主な足跡

　◆議論の方向性
　　・指導員制度の必要性の明確化。
　　・指導員の具体的役割の明確化。
　　・指導員の具備すべき条件、それを満たすために成すべき事の明確化。
　　・指導員の後継者の確保策の明確化。

　◆事例(他の行事に水平展開できるものとして）
　　・大会ミニ企画グル－プ所管行事　・・・・・「小集団活動春季発表大会」
　　・研修グル－プ所管行事　・・・・・「ＱＣサークル活動の基礎研修」

議論の方向性と事例

現行とありたき姿のｷﾞｬｯﾌﾟを抽出し、解決策(案）を模索

＜解決策から一部抜粋＞

１、審査表彰委員・講評者の資質確保

（解決策）
　◇具備すべき要件を具体的に決定する。
　　　・ＱＣＣ指導士資格保有者
　　　・ＱＣ検定３級以上を保有
　　　・自社での審査・講評経験がある
　　　・地区主催の審査・講評の仕方研修の受講
　◇目線合わせ会議の標準化
　　　・目線合わせマニュアルの策定
　　　　※２００７年度作成・２００８年度より実施
　　　　　　　　　　　　　　（その他7項目の解決策）

（解決策）
　◇行事当日の協力員（1名）は年間で登録する。
　　　・発表サ－クル希望登録書兼運営協力員
　　　　登録書」提出時に依頼。
　　　　※２００８年度行事の登録書より実施

２、協力員の人数確保

＜解決策から一部抜粋＞

・解決策全てを解決すれば指導員の支援をいただかなく
　ても現行の大会等は運営可能である。
　↓
・すぐに実施可能以外は行動計画を策定・展開する。

《大会ミニ企画》

《研修》

１、講師認定制度の設置 ２、幹事が地区活動に参加しやすい環境整備

＜解決策から一部抜粋＞ ＜解決策から一部抜粋＞

(解決策）
　◇地区主催の講師養成研修を開催する。
　◇講師養成マニュアル構築
　◇チ－ムティ－チング（ベテランとペア）

（解決策）
　◇幹事の上司＆トップに対する理解活動
　　　・年度始めに幹事会員を訪問し、協力のお願
　　　　いをする。
　　　(正副地区長・正副幹事長・正副世話人）
　　　（その他1項目の解決策）

・解決策全てを解決すれば指導員の支援をいただかなく
　ても現行の研修等は運営可能である。
　↓
・すぐに実施可能以外は行動計画を策定・展開する。



２３

運営グル－プの主な足跡

２００８年度

代表者・窓口担当者会議
◆2008年4月16日（大崎電気工業㈱埼玉事業所）また
　4月17日には（富士電機機器制御㈱吹上事業所）にて
　「代表者・窓口担当者会議」が開催されました。

◇大崎電気工業㈱の会場

◇会員窓口担当者からの
　熱心な質問や現況報告

新任幹事研修

◆2008年4月25日、大崎
　電気工業㈱埼玉事業所
　内にて将来の埼玉地区
　を担う「新任幹事研修会」
　が開催され、受講者7名
　気持ちも新たに熱心に受
　講しました。

◇真剣にメモを取る受講者

 １．開会挨拶
 ２．ＱＣストーリー概要
 ３．審査の仕方
 ４．審査委員の心得

 ５．講評の仕方
 ６．講評者の心得
 ７．審査・講評の実習
 　●モデルサークル発表
 　●ｸﾞﾙ-ﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ（ＧＤ）
 　●ＧＤ結果発表
 　●全体講評
 ８．開会挨拶

基本プログラム
時間割 内　容 担当

13：00～13：05 北島幹事長

13：05～14：25 根岸指導員
（審査委員長）

14：25～14：40  休　憩

14：40～15：00 藤沢指導員

15：00～16：00
根岸指導員
藤沢指導員

16：00～16：55
16：55～17：00 高橋副幹事長

幹事役員研修

◇ＧＤも真剣そのもの！

◇藤沢指導員による「講評の仕方研修」
◇根岸指導員による審査関連の研修

◆2008年4月25日、東日本旅客鉄道㈱大宮支社にて「審査・講評の
　仕方研修会」が行われました。
◆当日は、㈱コ－セ－の事例発表をもとに受講者24名がグル－プ
　に分かれ、真剣に審査・講評のポイントを学びました。



２４

運営グル－プの主な足跡

２００9年度

◇富士電機機器制御
　㈱吹上事業所での
　意見交換風景

代表者窓口担当者会議

新任幹事研修会

◆2009年4月16（富士電機機器制御㈱）4月23日（㈱
　コ－セ－にて「代表者・窓口担当者会議」が開催さ
　れました。

◇担当講師の高橋幹事長の挨拶

◇受講者の意気込み
　　　を披露

◆2009年4月27日に富士電機機器制御㈱にて
　新任幹事研修会が行われました。

役員・幹事研修会

◆2009年4月27日に富士電機機器制御㈱
　にて第1回役員研修会が行われました。

◆2009年７月２４日に富士電機機器制御㈱
　にて第2回役員研修会が行われました。

◇「幹事会社運営事例のノウハウに学ぶ」を
　　テ－マに大崎電気工業㈱、富士重工業
　　㈱産業機器カンパニ－、ジェコ－㈱の幹
　　事会社の運営事例を紹介後、各グル－
　　プに分れ、新和図を使いまとめから発表
　　まで行いました。

◇新井幹事を講師に「ダ－ツゲ－ム」を通して、各グル－プで
　ゲームの結果から矢の投げ方のクセ等を要因調査、解析、
　対策案へと結び付けました、データはパソコンに入力、グラフ
　作成を行い年齢を忘れての楽しい役員研修会でした。

埼玉地区規則の改訂及び規則集の編纂

◆「会計処理規則」
　＊「地区会計様式」を全面改訂。
◆個別に独立していた「地区規則」を「規則集」としてまとめた。

◇㈱コ－セ－狭山事業
　　所での会員からの
　　質問に応答



２５

運営グル－プの主な足跡

２０１０年度

第4回幹事会・第1回幹事会

◆第4回・第1回幹事会が３月５日（金)㈱コ－セ－にて開催されました。

◇ｼﾞｭﾗﾝ旗の引継ぎ
　富士電機機器制御㈱から
　㈱コ－セ－の小玉地区長へ

◇熱心な会場からの質疑 ◇２０１０年度小玉地区長挨拶

代表者・窓口担当者会議

◆4月20日(火）、会員会社の代表者及び
　窓口担当の方々とのコミュニケ－ション
　を図るため、開催されました。

＜参加者数＞
・参加会員会社数：18社（非会員1社含む）
・参加者数：代表者　　　　 3名
　　　　　　  ：窓口担当者　10名
　　　　　　　：役員・幹事　　11名

◆2010年度、気持も新たに7名の幹事が受講。

新任幹事研修

㈱アルビオン熊谷工場　　　　青木　伸貴
㈱アルビオン熊谷工場　　　　西沢　宜之
ジェコ－㈱　　　　　　　　 　　　飯田　尚彦
本田技研工業㈱埼玉製作所　一ノ瀬　壯
ボッシュ㈱東松山工場　　　　橋本　信能
ＵＤトラックス㈱　　　　　　　　 大箱　豊治
ＵＤトラックス㈱　　　　　　　　 和田　茂人

経営者コミュニティ－の開催

◆初めての試みとして、開かれた会議には20名の幹事会社
　幹部の方々が出席され交流を図りました。＜ソニックシティ－＞

㈱ジェコ－　丸毛常務取締役によ
る

ＱＣＣ活動取組み事例紹介

第２回幹事会

◆７月23日(金）㈱コ－セ－にて第2回
　幹事会が、関東支部　下田副幹事長
　を招き開催されました。「地区運営費
　削減案」に活発な意見等が展開され
　ました。

第３回幹事会

◆10月22日(金）㈱コ－セ－にて第３回幹事会が開催されました。
　　2011年度に向け、各グル－プに分れて行事計画や予算案の
　　策定を討議、その結果を発表・質疑応答とギュッと凝縮された
　　一日でした。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉地区35周年記念事業実行委員会

　　　　《35周年記念事業出前研修一覧》
Ｎｏ 企業名 研修内容 講師担当 実施日

◆ＱＣ七つ道具について

　・品質管理の考え方、ＱＣ七つ道具概要、デ－タ

　　の取り扱い方、「ばらつき」について

　・ＱＣ手法研修・演習

　　パレ－ト図、ヒストグラム、管理図

◆問題解決の基本的な手順

　・ＴＱＭの考え方、品質管理における企業の位置付け

　・ＱＣサ－クル活動の重要性と個人の役割

◆ＱＣスト－リ－の進め方、要因解析の重要性

　＊完了テ－マを用いての研修

◆課題達成型ＱＣスト－リ－全般

◆ＱＣサ－クル管理者コ－ス

　・今なぜＱＣサ－クル活動か

　・ＱＣの本質

　・ＱＣサ－クル活動の進め方

　・ＱＣサ－クル活動の本質

　・テ－マ解決活動と管理者の役割

　・データの見方とＱＣ手法

◆ＰＤＣＡを回す

◆特性要因図

　・完了テ－マを用いての「特性要因図」についての

　　グル－プディスカッション

　・グル－プディスカッションのまとめと発表

◆講演：営業サ－クルの確立とその動機付け

◆ＱＣ七つ道具

　・特性要因図、パレ－ト図、層別

◆推進者の役割

◆新ＱＣ七つ道具

　・新和図法を使ってのグル-プディスカッション

◆ＱＣ的なものの見方、考え方

◆ＱＣサ－クル活動の必要性

◆推進者の役割

◆新ＱＣ七つ道具

　・新和図法を用いてのグル-プディスカッション

◆講演：本田技研のフィロソフィ－とＮＨサ－クル活動

　　　　　について

2010年11月12日

10
日機装㈱
東村山製作所

本田技研工業㈱
埼玉製作所

ＮＨサ－クル委員長
大坊　敬司氏
（アシスタント）

小林　則雄指導員

2010年11月19日

9 ポラス㈱ ◆テーマ選定から目標設定までの演習
腰塚　清　指導員

（アシスタント）
和田　茂人幹事

8 新電元工業㈱ 古賀　逸明幹事長 2010年9月14日

7 シグマ光機㈱ 古賀　逸明幹事長 2010年7月28日

6 サイボ－㈱

高橋　誠二関東支部
幹事長

(アシスタント）
腰塚　清指導員

大箱　豊治副幹事長

2010年7月10日

5 品川電線㈱
大熊　三男指導員

(アシスタント）
増村　幾子幹事

2010年6月14日

4
ＵＤトラックス㈱
上尾工場

渡辺　孝特別講師
（アシスタント）

和田　茂人幹事
2010年6月1日

3
大崎電気工業㈱
埼玉事業所

新井　道夫　幹事
（アシスタント）

奥田　一夫幹事
2010年5月12日

2 はくちょう園㈱ 村　精治　指導員 2010年5月12日

1
㈱ア－レスティ
熊谷工場

腰塚　清　指導員
   （アシスタント）

武井　亀代子幹事
2010年4月30日

ＱＣｻｰｸﾙ埼玉地区３５周年記念事業
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渡辺　孝特別講師　　　（アシスタント）　　　　　　　和田　茂人幹事

大熊　三男指導員　　　　(アシスタント）　　　　　　　増村　幾子幹事

腰塚　清　指導員　　　　（アシスタント）　　　　　　　和田　茂人幹事　

２０10年度 QCサークル埼玉地区 各種指標の推移

２７

2010年度　ＱＣｻｰｸﾙ埼玉地区各種指標の推移
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◆会員数は、2000年から2004年度にかけ３７％、2005年から2010年度では２６％の減少。

◆2009年度から急激に参加者数の落ち込みが見られる、教育費の削減等推測される。

◆行事数の減少が主な理由、発表希望会社も減少しているが初参加の企業も出てきた。

◆今後は幹事会社を増やす事が急務である、また各行事の「協力員」を育成し、行事対応も検討。

１、会員数の推移

２、行事参加者数の推移

３、発表件数

４、幹事会社数

年度



２００６ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０

地区長 喜勢　陽一 庭山　博雄 沼崎　邦明 田口　勝彦 小玉　辰朗

副地区長 西　将雄 田中　誠 田口　勝彦 小玉　辰朗 勝又　友一

名誉世話人 安藤　之裕 安藤　之裕 安藤　之裕 安藤　之裕 安藤　之裕

名誉世話人 ー ー 本多　康夫 本多　康夫 本多　康夫

顧　問 小笠原　浩 喜勢　陽一 庭山　博雄 沼崎　邦明 田口　勝彦

世話人 本多　康夫 本多　康夫 仲村　巌 廣瀬　正敏 廣瀬　正敏

副世話人 松藤　久志 内山　成弘 小林　則雄 北島　憲造 高橋　公明

相談役 北島　憲造 松藤　久志 内山　成弘 小林　則雄 北島　憲造

相談役 中村　雄 ー ー ー ー

指導員 大熊　三男 大熊　三男 大熊　三男 大熊　三男 大熊　三男

指導員 腰塚　清 腰塚　清 腰塚　清 腰塚　清 腰塚　清

指導員 竹内　厚生 竹内　厚生 竹内　厚生 竹内　厚生 小林　則雄

指導員 貴田　元紀 貴田　元紀 根岸　達雄 根岸　達雄 菅原　准一

指導員 昇　禎次郎 根岸　達雄 藤沢　誠一 藤沢　誠一 根岸　達雄

指導員 藤沢　誠一 藤沢　誠一 村　精治 村　精治 藤沢　誠一

指導員 森　寿夫 村　精治 山田　廸男 山田　廸男 三ツ橋　章雄

指導員 山田　廸男 山田　廸男 渡辺　孝 渡辺　孝 村　精治

指導員 ー 渡辺　孝 ー 兼）小林　則雄 新井　道夫

幹事長 内山　成弘 小林　則雄 北島　憲造 高橋　公明 古賀　逸明

副幹事長 小林　則雄 北島　憲造 高橋　公明 古賀　逸明 大箱　豊治

事務局 小高　正行 伊藤　真一 奥田　一夫 木村　茂 増村　幾子

事務局 有賀　正俊 木村　健次 梅原　直美 高橋　日都子 ー

副事務局 木村　健次 奥田　一夫 木村　茂 増村　幾子 和田　茂人

副事務局 ー 梅原　直美 小泉　洋子 ー ー

会計監査人 松藤　久志 内山　成弘 小林　則雄 北島　憲造 高橋　公明

会計監査人 北島　憲造 木村　茂 増村　幾子 和田　茂人 今石　義信

東日本旅客鉄道㈱ 本田技研工業㈱ 大崎電気工業㈱ 富士電機機器制御㈱ ㈱コーセー

埼玉製作所 埼玉事業所 吹上事業所 狭山事業所

伊藤　真一
奥田　一夫
梅原　直美
今石　義信
増村　幾子
三ツ橋章雄
武井亀代子
木村　　茂

高橋日都子
新井　道夫
甲　　栄一

中出かずみ
飯田　尚彦
大箱　豊治
和田　茂人
岸　　仁美
磯川　政一
丸岡　　淳
吉野　哲生

廣田　一晃
奥田　一夫
今石　義信
増村　幾子
武井亀代子
高橋日都子
甲　　栄一
青木　伸貴
西沢　宜之
飯田　尚彦
和田　茂人
橋本　信能
木村　　茂
伊藤　真一
一ノ瀬　壯
新井　道夫

地区長会社

幹事

小林　和浩
岸　　仁美
木村　健次
奥田　一夫
内田美由喜
安藤真由美
小高　正行
有賀　正俊
安部　晴雄
安本　貴代
高橋　祐介
須藤ゆかり
三橋　鈴江
葛西　　寛

武井亀代子
渡辺　早苗
渡辺　　孝
根岸　達雄
木村　　茂
小泉　洋子
新井　道夫
村　　精治

阿部　ゆかり

小林　和浩
岸　　仁美
木村　健次
伊藤　真一
奥田　一夫
梅原　直美
内田美由喜
阿部ゆかり
小高　正行
有賀　正俊
高橋　祐介
須藤ゆかり
増村　幾子
葛西　　寛
三ツ橋章雄
武井亀代子
木村　　茂
小泉　洋子
新井　道夫
深澤　　宏

高橋由美子
山本　節子
近田　梢

岸　　仁美
山田　幸昌
伊藤　真一
奥田　一夫
梅原　直美
小高　正行
高橋　祐介
吉野　哲生
増村　幾子
三ツ橋章雄
武井亀代子
木村　　茂
小泉　洋子
新井　道夫
深澤　　宏
磯川　政一
丸岡　　淳
甲　栄一

今石　義信
高橋　日都子

歴代地区長会社・役員一覧　　（２００６年～２０１０年）
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古賀　逸明 実行委員長(地区幹事長） ㈱コ－セ－　狭山事業所

大箱　豊治 副実行委員長(地区副幹事長） ＵＤトラックス㈱　上尾工場

廣瀬　正敏 実行委員(地区世話人） （元）ＵＤトラックス㈱

高橋　公明 実行委員（地区副世話人） 富士電機機器制御㈱　吹上事業所

大熊　三男 実行委員(地区指導員）　　　　　 （元）富士重工業㈱　産業機器カンパニ－

腰塚　清 実行委員(地区指導員） （元）ＵＤトラックス㈱

小林　則雄 実行委員(地区指導員） （元）本田技研工業㈱　埼玉製作所

奥田　一夫 実行委員（地区幹事） 大崎電気工業㈱　埼玉事業所

武井　亀代子 実行委員（地区幹事） ㈱本庄防災設備

増村　幾子 事務局（地区幹事） ㈱コ－セ－　狭山事業所

和田　茂人 副事務局（地区幹事） ＵＤトラックス㈱　上尾工場

2010年度役員

２９

２０１０年度第一回幹事会にて

　　◆編集後記◆
 　　埼玉地区３５周年記念誌の編集にあたり、思うことはこれまでの諸先輩方のご尽力
　と会員及び役員の皆様の計り知れないご支援、ご協力の賜物とあらためて知ることが
　でき、また埼玉地区のためにという思いは脈々と受け継がれていると確信できました。
　　この5年間は景気回復の兆しが見られたものの、リーマンショックや急速な円高等の
　世界情勢により、埼玉地区の運営はもとよりＱＣサークル活動そのものも影響を受けて
　いるのが現状です。 しかしながら３５周年を機に、 このＱＣサークル活動を更に創意・
  工夫を加えて魅力ある活動にしていきたいと思います。
　　ここに「新たなステ－ジへ」飛翔するためのステップとして「35周年記念誌」を発行
　させて頂きました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《編集委員一同》

３ ５ 年周 実 行 委 員 会
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